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１ 行政建築における営繕行政

行政マン

営繕行政

建築家 技術者

調整役 企画者

【出典：「行政建築家の構想」巽 和夫教授（平成元年）】

○営繕行政に求められるもの

① まちづくりの意識

② 公共建築の本物指向

③ 建築主かつ計画者として

の総合性

④ 企画から保全へと連続す

る営繕行政の活性化

⑤ 総合的な技術力を発揮す

るための組織や協力体制
の確立（産・学・官）

⑥ 行政建築家の協力と団結

⑦ 公共建築の文化性

行政マン
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営繕行政に求められるもの 課 題

対応方針と取組

5

■ 2050年
カーボンニュートラル

■ Well-beingの向上

■ 建築業界の進展
（担い手確保）

営繕・建築の展望

実
現

２ これからの営繕行政

① 社会・時代の要請や政策課題に応じた

先導的施策の導入

② 安全・安心や機能・性能の更なる確保

③ 県有建築物での率先垂範とPR

①構想段階からの計画熟度の向上

②営繕行政のシンカ

③市町村・民間事業者・県民（学生含む）の

理解の向上

①構想段階からの参画

〇 基本構想(新築)策定時の建築技術面からの的確な支援

・ 木造化・木質化、ＺＥＢ化、その他：計画地など

②事業成果の検証と次期事業への反映

〇 (仮称)県有施設における満足度調査の試行・検討

③営繕行政の更なる発信

〇 『永く生きる建築～営繕だより～』の創刊・定期発行
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平成２９年 「福島県再エネ・省エネ推進建築物整備指針」を策定

平成３０年 「福島県再エネ･省エネ推進建築物設計ガイドライン」を策定

※ 「再生可能エネルギー先駆けの地」の実現や省エネルギー対策を推

進する本県の状況を踏まえ、県有建築物のエネルギー使用に関する

目標値を設定。

令和３年 「福島県2050年カーボンニュートラル」を宣言

令和４年 「福島県ZEBガイドライン」を策定・公表

令和６年 「福島県ZEBガイドライン」に改修編を追加・公表

エネルギー消費量の約３割を占める建築分野で、

県有建築物のZEB化を推進

３ 県有建築物のカーボンニュートラルの推進 (1) 県有建築物のZEB化の推進



県有建築物での実績
【新築】

・ 須賀川土木事務所（Nearly ZEB）

・ (仮称)小名浜道路管理事務所（Nearly ZEB）

・ (仮称)ふくしま農業人材育成センター

（Nearly ZEB、Nearly ZEH）

・ 郡山合同庁舎（ZEB Ready）

・ 須賀川農業普及所（Nearly ZEB）

・ 安達地区特別支援学校中等部（ZEB Ready）

・ 復興祈念公園管理棟（Nearly ZEB）

【改修】

・ 企業局いわき事業所（Nearly ZEB） 8

〇「福島県ZEBガイドライン」を策定・公表（R４.10）

福島県土木部営繕

課のＨＰに掲載し

ております。

福島県ＺＥＢ
ガイドライン
カーボンニュートラルの実現に向けて

令和６年 福島県土木部

BEI                                    

                                        

  =(EAC+EV+EL+EHW+EEV-EPV-ECGS+EM)

 AC=          
 
   +           

 
   +          

 
   

新築や改修時におけるZEB化への

① 目標水準 ② 必要となる技術 ③ 概算コスト ④ 検討手順

３ 県有建築物のカーボンニュートラルの推進 (1) 県有建築物のZEB化の推進



9

〇 ガイドラインにおける目標水準は「ZEB Ready」以上とする。
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建
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物
省
エ
ネ
法
の
基
準 ①温室効果ガス排出量の削減

②快適性、生産性及びウェルネスの向上

③災害時における事業継続性(BCP)の向上

④環境配慮による建物の資産価値の向上

光熱費の削減によりZEB化にかかる費用を
何年で回収できるか

(2)コスト面以外の効果

(1)コスト面の効果

■ 検討方法

３ 県有建築物のカーボンニュートラルの推進 (1) 県有建築物のZEB化の推進
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〇 須賀川土木事務所（Neary ZEB）におけるZEB化のイメージ

地中熱利用・
潜熱顕熱分離空調
（１階機械室）

タスクアンビエント照明
（２階執務室）

太陽光パネル
（屋根）

３ 県有建築物のカーボンニュートラルの推進 (1) 県有建築物のZEB化の推進



11木材利用の意義

① 木は大気中のCO₂を吸収し、

長期間固定。

② CO₂を固定した木を建材に利用

した後、植林することで若い木が
再びCO₂を吸収し、固定。

③ 製材や木質材料は、コンクリート

や鉄骨に比べ製造、加工、建設等
のエネルギー消費が少ない。

④ 木材は解体後のパーティクル

ボードへの再生や、バイオマス
燃料としての再利用が可能。

３ 県有建築物のカーボンニュートラルの推進

(2) 中大規模県有建築物の木造化・木質化の推進
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〇 「ふくしま木造化・木質化建築ガイドライン」を策定・公表（R6.５）

・ 令和３年10月に「都市（まち）の木造化推進法」が施行。

・ 農林水産部において「ふくしま県産材利用推進方針」・「同計画」

を策定し、県有建築物は原則として木造化・木質化することを位置
付け。

福島県土木部営繕課の

ＨＰに掲載しておりま

す。

３ 県有建築物のカーボンニュートラルの推進

(2) 中大規模県有建築物の木造化・木質化の推進



① 純木造・木質化

② 分棟化による純木造・木質化

③ 一部に木材を利用する
木造化（混構造）・木質化

④ 木質化のみ

建築行政
(４つの柱)
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〇 ガイドラインにおける木造化・木質化の考え方

資料集成を作成中

３ 県有建築物のカーボンニュートラルの推進

(2) 中大規模県有建築物の木造化・木質化の推進



建築行政
(４つの柱)
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〇 ガイドラインにおける技術面、コスト面及び性能面からの検討の進め方

評価項目（４）

(1)用途や利用形態から、木造化（純木造又は混構
造）を進める上での留意点（危険物貯蔵や振動へ
の配慮など）を確認

(2) 立地、用途及び規模から求められる建築基準法
上の耐火性能の確認により、純木造とすることが
可能か否かを確認

(3) 純木造とした場合の概算コストがＲＣ造とした
場合の概算コストより優位となる規模を確認

(4) 純木造とした場合の性能面でのメリット・効果
（炭素貯蔵量、CO2排出量の削減など）を確認

(5) 純木造とした場合の維持管理コストとＲＣ造と
した場合の維持管理コストの差違を確認

(6) 木質化による性能面でのメリット・効果（心地よ
さ・免疫力アップなど）や木質化すべき居室・室を
確認

都市（まち）の木造化推進法

の施行以降における

県有建築物での木造化の実績

・ 林業アカデミーふくしま研修施設

・ 県中児童相談所

・ 白河実業高等学校（建築科実習棟）

・ (仮称)ふくしま農業人材育成センター

・ 県立安積中学校

・ あだち支援学校（本宮校舎）

・ 郡山合同庁舎

・ 須賀川農業普及所

・ 南会津支援学校

３ 県有建築物のカーボンニュートラルの推進
(2) 中大規模県有建築物の木造化・木質化の推進
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・ 営繕課、各建設事務所と５９市町村により会議を開催。

・ 営繕行政に関する情報の共有・伝達、意見交換、質疑応答等を実施。

・ 連絡会議（６月）、現地研修会（11月）の年２回開催。

○ 「福島県営繕行政連絡推進会議・現地研修会」を開催

４ 営繕行政の実効性等の向上 (1) 公共建築物の質の向上

連絡会議（福島テルサ） 現地研修会（須賀川コミュニティーセンター）
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【掲載内容】

・ 県有施設の紹介

・ 県の営繕行政に関する施策や取組

・ 県有施設の工事進捗状況 など

〇 営繕行政を周知・広報する『永く生きる建築～営繕だより～』を
定期発行（年４回）

◆永く生きる建築

人・地域・環境などと共生し、次世代に継承しうる施設整備を目指すことを目的に営

繕課が掲げてきたテーマ。「安全性」「機能性」「快適性」「地域性」「環境」「創造
性」の６項目で構成。

４ 営繕行政の実効性等の向上 (2) 営繕行政の見える化

福島県土木部営繕課の

ＨＰに掲載しております。

今後、市町村や業界の皆様の声も取り入れていく予定です。



18

〇 地域の資源・宝である建築物に光を当て、若者が建築業界
に興味・憧れを抱くことで本県の建築業界の将来的な担い手
を確保。

〇 魅力的で評価の高い近・現代建築物の情報を親しみやすい

イラストを交えて発信。

（参考）「ふくしま建築探訪」

福島県土木部建築住宅

課のＨＰに掲載してお

ります。
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○検討中の内容

施設への満足度を把握

満足度を評価

満足度調査
（アンケート）

関係者による現地調査
（アンケート結果を

詳細に分析）

満足度が高い(低い)
項目の要因を分析(完成から概ね１年経過した施設)

設計・工事の留意点として

次のプロジェクト
に反映

設計・工事の「優れた点」
や「改善すべき点」などを
把握

⇒ 満足度ＵＰ！

４ 営繕行政の実効性等の向上
(3) 営繕行政のシンカ ～「(仮称)県有施設における満足度調査」の試行・検討～

イメージ
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(1) 適切な工期と工事価格の設定

〇 現場の実態（工事の規模・難易度、現場特有の事情等）や週休２日に

対応した適正な工期の設定。

〇 実勢価格のきめ細かな把握による最新の価格を工事に反映。

(2) 概成工期（総合試運転調整期間）の確保

〇 総合工程表において概成工期を明示。

〇 工程会議では、概成工期、工程の遅れの有無や対応策などを調整。

〇 営繕課と各建設事務所で対応状況等をリアルタイムで情報共有。

５ 働き方改革への対応



22

(3) 週休２日の確保

〇 授業等により平日昼間の作業に制約が多い工事において、関係者に

よる勉強会を開催。

〇 勉強会やこれまでの工事で把握した主なポイントなど。

①工事に対する制約条件を設計図書に明示。

・ 資材搬入ルート、作業エリア、ストックヤード、工事動線

・ 騒音や振動による作業時間等の制限 etc.

②現場毎に次の条件を反映しながら、適正な工期を設定。

・ 工事準備期間（施工計画の検討、近隣への周知など）

・ 長期休暇期間（ゴールデンウィーク、お盆、正月など）

・ 主要行事（入試・模試・式典など）による工事中止期間 etc.

５ 働き方改革への対応
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(3) 週休２日の確保（つづき）

③現場での要望事項や備品・什器等は速やかに決定。

④建設DX （設計・施工BIMなど）の積極的活用。

５ 働き方改革への対応

・上記①～④について、発注部局と連携して対応してまいります。

・今後も受注者の皆様の声を反映しながら対応してまいります。
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６ 大規模拠点施設の整備 (1)  (仮称)ふくしま農業人材育成センター（矢吹町）

建築行政
(４つの柱)

25

実践的農業教育・研修体制を強化するため、スマート農業の社会実装等に対応した

研修施設を整備。

〇 主要テーマ

① 持続的発展に向けた先端技術（スマート農業）の学習の場
② 良好な教育・研修環境（学生や研修生の快適性）
③ 学生等の自らの学びと農業者、指導者等と多様な交流
④ 伝統と革新、地域に配慮した意匠、県産材の積極的な活用

とエネルギー性能が高く持続可能性に優れること

〇 整備概要

・ 規模構造 … 約４，４５０㎡（地上２階、8棟、純木造）
・ 特 徴 … Nearly ZEB・Nearly ZEH、木造化・木質化、施工BIMの活用

ホール 寮（内観）

寮（外観）

BIMによる検討



生徒の興味や関心、進路希望の多様化等、教育におけるニーズの変化に対応するため、

安積高等学校内に中学校舎を整備。

〇 主要テーマ

① 既存学校施設との連続性や一体性、交流等
② 主体的かつ対話によって深い学びを実現
③ 中学生と高校生が共に学ぶ空間を実現
④ ライフサイクルコストの縮減や維持管理の容易性

及びニーズの変化に伴う可変性
⑤ 安積歴史博物館との景観に配慮

〇 整備概要

・ 規模構造 … 約４,５００㎡（地上３階、RC造＋S造＋木造））
・ 特 徴 … 木造化・木質化、施工BIMの活用、再エネ・省エネ指針の適用

６ 大規模拠点施設の整備 (2) 県立安積中学校（郡山市）

26階段教室 大講義室 廊下（壁）

外観（南）



６ 大規模拠点施設の整備 (3) 白河実業高等学校（白河市）

27

工業教育の拠点化を図るために、白河実業高等学校と塙工業高等学校を新たな統合校

として再編成するにあたり、実習棟を整備。

〇 主要テーマ

① 地域企業、大学との連携、協働を考慮した施設整備
② 学科横断的に行う様々な実習、既存校舎との連携等、効率的に学習できる施設
③ 維持管理の容易性、実習内容の変更に伴う改修等が容易な施設
④ エネルギーの効率的な利用とライフサイクルコストの低減

〇 整備概要

・ 規模構造 … 約７,２００㎡（地上２階、純木造・RC造）
・ 特 徴 … 木造化・木質化、再エネ・省エネ指針の適用

鳥瞰 建築科（木造棟） ラーニングコモンズ



６ 大規模拠点施設の整備 (4) ふたば支援学校（楢葉町）

建築行政
(４つの柱)
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双葉地域内での特別支援学校の早期再開のために新たな校舎を整備。

〇 主要テーマ

① 狭小敷地における配置計画への配慮や周辺環境との調和
② 知的障がい（車いす使用を含む）児童生徒の快適性
③ 特別支援学校の安全確保
④ 地域に開かれた特別支援学校として良好な教育環境の向上
⑤ エネルギーの効率的な利用及びライフサイクルコストの低減
⑥ 建設コスト及び維持管理の容易性を考慮した良好な教育環境の確保・向上

〇 整備概要

・ 規模構造 … 約８,２００㎡（地上３階、RC造＋S造）
・ 特 徴 … 木質化、施工BIMの活用、再エネ・省エネ指針の適用

昇降口 外観（中庭） 体育館



６ 大規模拠点施設の整備 (5) 郡山合同庁舎（郡山市）

29

老朽化・狭あい化等の諸課題への対応や災害対策地方本部としての最新の機能を

備えるため、新たな庁舎を整備。

〇 主要テーマ

① 県民の利便性向上及び快適な執務空間の確保
② 県民の安全・安心の拠点となる庁舎
③ 人にやさしく、環境に配慮した庁舎
④ 社会環境の変化に柔軟に対応できる庁舎

〇 整備概要

・ 規模構造 … 約１１,０００㎡ （地上３階、RC造＋S造＋木造 ）
・ 特 徴 … 免震、ZEB Ready、木造化・木質化、施工BIMの活用

免震ピットの施工免震ピット 免震装置



６ 大規模拠点施設の整備 (6) その他の施設

建築行政
(４つの柱)
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■あだち支援学校

特別支援学校の無い安達地区に新たな校舎を整備。

〇 整備概要

【二本松校舎（小・中校部）】

・ 規模構造 … 約５,７００㎡（地上２階、RC造＋S造）

【本宮校舎（高等部）】

・ 規模構造 … 約９４０㎡（地上２階、立面混構造（１F：RC＋２F：木））

■南会津支援学校

特別支援学校の無い南会津地区に新たな校舎を整備。

〇 整備概要

・ 規模構造 … 約２,２００㎡（地上２階、純木造）

■くろがね小屋

既存施設の老朽化により周辺環境への懸念があるため、新たな山小屋を整備。

〇 整備概要

・ 工 事 … 令和７年度～令和１０年度（予定）
・ 規模構造 … 約４４０㎡（地上２階・地下１階、純木造＋地下RC造）



６ 大規模拠点施設の整備 (7) 宮下病院（三島町）

建築行政
(４つの柱)
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老朽化・狭あい化等諸問題の解決や在宅医療の強化等、利用者のニーズに対応するた

め、新たに病院を整備。

〇 主要テーマ

① 地域の人々の安全・安心を支える。
② 奥会津地域の特性と調和し、特別豪雪地帯を考慮。
③ 災害や感染症への強さ
④ 県産材の積極的な活用やエネルギー性能が高く

持続可能性に優れること
⑤ 将来的な施設の可変性

〇 整備概要

・ 工 事 … 令和８年度～令和９年度（予定）
・ 規模構造 … 約２，７００㎡（地上２階、RC造＋S造＋木造）
・ 特 徴 … 木造化・木質化、設計BIMの活用、再エネ・省エネ指針の準用

BIMによる木材使用検討

外観イメージ

BIMによる内観検討



１ 行政建築における営繕行政

２ これからの営繕行政

３ 県有建築物のカーボンニュートラルの推進

４ 営繕行政の実効性等の向上

５ 働き方改革への対応

６ 大規模拠点施設の整備

７ 建設DXの推進（BIMの活用）

目 次
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建築行政
(４つの柱)
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○ ふくしま医療センターこころの杜（設備の検討）

７ 建設DXの推進（BIMの活用） (1) 施工BIMの活用

課題内容

原設計の天井高では排気ダ

クト及び配管が納まらない

ことが判明。

地下ピットを活用し、排気

経路を変更することで天井

高を変更することなく納ま

る形とした。

ダクト・配管が天井内に納まらない

▼天井レベル

原設計再現モデル

EAガラリ チャンバ中止

EA(排気) ピット内に放出

課題解決後モデル

杭工事施工中に

検討・解決



建築行政
(４つの柱)
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○ 宮下病院基本設計（合意形成 動画）

７ 建設DXの推進（BIMの活用） (2) 設計BIMの活用
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今後も皆様とともに

営繕行政の新たな取組を進めてまいります。

引き続き御理解と御協力をお願い申し上げます。

御清聴ありがとうございました。


